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きりんぐみ 

先日はお忙しい中きりん組保護者会にご参加いただきありがとうございました。進級してからの子どもたちの様子

や、グループワークでみなさんのお家での姿を共有したりとても素敵な時間を過ごすことができました♪ 

今月のお便りでは改めて一年の目標についてお伝えしようと思います！ 

 

 

人間関係 
・相手の気持ちを受け入れられる 

・ちくちく言葉・ふわふわ言葉がわかる 

・他人を受け入れるためには自分に余裕がないと難しい・・・！大人も共感できるのではないでしょうか。そこで

まず私たち大人が子ども一人ひとりを受け入れることで子どもたちの心を満たせるようにしたいと考えていま

す。最近では友達の困っている姿に対して「がんばれ！」「○○くんならできるよ！」と応援したり、何かを達成し

た時には「すごいね！」と素直に相手を褒める姿も出てきています。今年一年でまたひとりひとり自分の意思が

強くなることで友達とぶつかることもあると思いますがその経験を通して相手の気持ちを知ったり、自分の気

持ちとの折り合いをつけられるように支援していきたいと思います。 

 

・上記のような友達とのやりとりの場面で、どのように伝えるのがよりよいのかを考えられるようになっていって

ほしいです。そのために私たち大人も子どもたちと話す時には意識したいと思います。また言い方についても

あわせて伝えていきたいです。（声の大きさ・口調など） 

 

ちくちく言葉・・・相手を嫌な気持ちにさせる言葉 

ふわふわ言葉・・・相手を癒す、温かい気持ちにさせる言葉 

 

意欲・態度 
・自発性を育む 

・食事のマナーを身につける 

・自発性とはやってみたい！チャレンジしたい！という気持ち。これらの気持ちはたくさん褒められて自信がつく

ことで芽生えてきます。きりん組になってから本格的に始まったお当番活動ではみんなお当番の日をとても楽し

みにしていて、人数報告に「いつ行くの！！まだー？」など張り切っている姿が見られます。さらに事務所の人や

給食さんに「ピシッと立っている姿が格好いいね！」「最後まで目を見て言えて素敵だね！」と褒めてもらい、み

んな誇らしげな表情をしています。今子どもたちができることを当たり前と思わず、改めてしっかり褒めることで

“自分でやってみよう”、“もう少し頑張ってみよう”と思えるような声掛けや雰囲気づくりを私たち大人が意識し

て子どもたちの自発性に繋げていきたいです！ 

 

・昨年からの“楽しく食事”を引き続き大切にしながらスプーンの持ち方・左手を添える・こぼさない・時間を守

る・正しく座るのポイントを丁寧に見ていきたいと思っています。保護者会で体験して頂いたように手首がうまく

動かないと、食材をすくうことが難しかったり食べ物を口に運ぶときにスプーンが 

口に対して横から入り食べこぼしたりするなど食べづらさにつながります。 

普段の生活から肩や手首を動かす遊びを取り入れるなど食事の時に限らず 

楽しく支援していきます！ 

 

社会性とは、スムーズな対人関係や集団の中で適切に行動できる力のことです。実際に社会性が身につくのは

4,5 歳からと言われています。まさに今の時期ですね      園生活を送るなかでルールを知ったり、集団で過ごす楽し

さをたくさん感じてほしいと思っています！５月には、みんながとっても楽しみにしている遠足があります。遠くの公園

に行って楽しむためには“体力が必要！”そのためにマラソンで日々体力づくりをしています。一つの目標に向かっ

て、皆で切磋琢磨し合う姿も集団ならはですよね。 

また、生活の中では”命との関わり”も外せません。 

暖かくなってきて長久保公園や散歩先の公園でも虫やきれいな花がたくさん見られるようになってきました。以前は

アリを悪気無く潰したり、花がかわいくてついプチっと取ってしまうこともありましたが、おあつまりで“虫にも家族が

いる”、“虫や植物にも命がある”という話をしました。すると、翌日から気にかけてくれる子が増えました。身近な動

植物にも命があることを知り大切にできる心を育めるよう、虫の飼育や園芸活動を通して自然に触れて季節を感じ

たり面白さに気づける環境を作っていきます。 

・社会性のある行動ができる 

・いのちを大切にする 

 

食事中は上握りが良いけど、ぬりえで

は綺麗に塗れるようになりたいから、

三点持ちをやってみる！と張り切る子

もいます！！ 

４歳児は身体面・精神面など様々な面で成長していきます。

自分でできることが増え、自分でやりたいという気持ちも強

くなってきますが、まだ実際にできることとのバランスがうま

く取れず癇癪を起してしまうこともあるかもしれません。子ど

もの自主性や気持ちを尊重しつつ困っている時にはしっか

りサポートしていきたいと思います。園でのお子様の様子や

気になることなどあればいつでもお声掛け下さい！ 

社会性 


